
変
革
の
契
機
に
な
っ
た

変
革
の
契
機
に
な
っ
た

「
メ
キ
シ
コ
進
出
」の
決
断

「
メ
キ
シ
コ
進
出
」の
決
断

山
形
県
山
形
市
に
本
社
を
構
え
る
ス
ズ

キ
ハ
イ
テ
ッ
ク
は
、
一
九
一
四
（
大
正
3
）

年
創
業
の
老
舗
企
業
で
あ
る
。
同
社
の
主

力
事
業
は
表
面
処
理
技
術
、
特
に
め
っ
き

加
工
で
、
自
動
車
関
連
機
器
や
半
導
体
の

部
品
製
造
な
ど
を
手
掛
け
て
い
る
。

長
年
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
た
技
術
力
が

国
内
外
の
顧
客
か
ら
評
価
さ
れ
て
き
た
同

社
だ
が
、
そ
の
歴
史
の
な
か
で
は
多
く
の

試
練
に
も
直
面
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
同

社
の
業
績
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の

が
、
二
〇
〇
八
（
平
成
20
）
年
の
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
す
る
不
況
だ
。

日
本
の
製
造
業
全
体
が
打
撃
を
受
け
る
な

か
、
大
手
メ
ー
カ
ー
の
撤
退
や
受
注
減
少

が
相
次
ぎ
、
業
績
は
大
き
く
悪
化
。
ピ
ー

ク
時
の
売
り
上
げ
二
四
億
円
は
、一
八
（
同

30
）
年
に
は
一
一
億
円
に
ま
で
減
少
し
た
。

五
代
目
の
社
長
で
あ
る
鈴
木
一
徳
さ
ん
は

当
時
を
振
り
返
り
、「
ど
う
す
れ
ば
一
〇
〇

年
続
く
会
社
を
今
後
も
存
続
さ
せ
て
い
け

る
の
か
。
こ
の
ま
ま
で
は
会
社
を
維
持
で

き
な
い
と
い
う
危
機
感
が
常
に
あ
り
ま
し

た
」
と
語
る
。

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
業
績
低
迷
が
続
く
な
か
、
社
長
の
鈴
木
さ
ん
は
下
請
け
か
ら
の
脱
却
を
図
る
べ
く
、

「
開
発
提
案
型
企
業
へ
の
転
換
」の
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
大
き
な
転
換
を
加
速
さ
せ
る
力
に
な
っ
た
の
が
、
二
人
の
外
国
人
材
の
存
在
だ
っ
た
。

経
営
環
境
が
激
変
す
る
な
か
、「
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
一
糸
乱
れ
ぬ
統
制
」が
組
織
運

営
の
基
本
だ
っ
た
時
代
は
終
わ
り
、
今

や「
社
員
の
個
性
と
意
欲
を
ど
れ
だ
け
引

き
出
せ
る
か
」が
企
業
の
浮
沈
を
分
け
る

と
い
え
る
。「
出
る
杭
」を
た
た
く
の
で
は

な
く〝
伸
ば
す
〞た
め
に
試
行
錯
誤
を
重

ね
て
き
た
三
社
の
現
場
を
追
っ
た
。

取
材
・
文

稲
泉
連

い
な
い
ず
み
・
れ
ん

1
9
7
9
年
東
京
都
生
ま
れ
。。
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
。
早

稲
田
大
学
第
二
文
学
部
卒
業
。『
ぼ
く
も
い
く
さ
に
征
く
の
だ
け
れ
ど

―
竹
内
浩
三
の
詩
と
死
』で
第
36
回
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞

受
賞
。近
著
に『
サ
ー
カ
ス
の
子
』（
講
談
社
）が
あ
る
。

―
個
性
を
生
か
し
て
強
く
な
る

「「
　
るる
杭杭
」」をを
　
ば
せ

　
ば
せ！

特
集
1

外
国
人
材
の
熱
意
を
、

外
国
人
材
の
熱
意
を
、

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動
力
に

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動
力
に

ス
ズ
キ
ハ
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

ス
ズ
キ
ハ
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
【
会
社
概
要
】
▽
創
業
＝
1
9
1
4
年
▽
事
業
内
容
＝
め
っ
き
加
工

▽
従
業
員
数
＝
2
3
9
名
▽
本
社
＝
山
形
市

Case
1

代
表
取
締
役

鈴す
ず

木き

一か
ず

徳の
り

同社における外国人
材の割合は4割ほど。
「出る杭を求め続ける
うちに、まったく別の
会社になった」と鈴木
さんは話す

21 0 3 / 2 0 2 5 200 3 / 2 0 2 5

5 4

2折 P.17~32 2折 P.17~32




